
3. 教育上の能力に関する
　大学等の評価

4. 実務の経験を有する
　者についての特記事項

教育上の能力に関する事項

1. 教育方法の実践例
　（介護福祉士養成）
介護過程

生活支援技術

介護の基本

介護実習

（介護職員初任者研修）
介護福祉基礎
生活支援技術

事　　　項 年　月　日

H29年4月～
H31年3月

R3年4月～

概　　　要

教 育 研 究 業 績 書

研究分野 研究内容のキーワード

                                                                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　５年　　５月　　１日

・介護過程の必要性を理解してもらうための指導及び介護実習の
中で行う介護過程の展開について事例を取り入れながらの演習/
グループワーク。

・介護現場実習に出るまでに最低限必要な実技を身につけさせる
ため、少人数での実技練習を徹底させる。また、様々な障害や疾
病をふまえた応用の実技についても学生同士取り組むよう工夫す
る。

・「尊厳」「自立支援」を基に要介護者に対する対人援助など、グ
ループワークやロールプレイを用いた演習を取り入れる。

・服装、挨拶、言葉使いなど、講義や演習、実技だけでなく現場で
必要な介護福祉士を育成するための常識を身につけさせる。

・介護に関してのサービスの種類や内容、及び介護職の仕事内容
について理解を深める。また人権と尊厳、コミュニケーション技術、
障害の理解などは生活支援技術とリンクさせながら生徒が自ら考
え、発言する時間を増やし一人ひとりの積極性を引き出す。

・ユーキャン　実務者研修講師
・佐賀県労働者福祉協議会　初任者研修講師
・佐賀県介護労働安定センター　実務者研修講師（教科：介護の基本
Ⅰ・Ⅱ、人間の尊厳と自立、介護過程、生活支援技術）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　小川　智子

2. 作成した教科書、教材

H29・30年度
H29・30年度
H29∼R4年度

5. その他



著書、学術論文等の名
称

単著・
共著の
別

発行
又は
発表の
年月

（著書）

1

介護実習Ⅱにおける
介護過程の展開～介
護実習における介護
過程の理解度を検証
する～

（学術論文）

1

2

…

（その他）

1

2

…

H24.3
月

概        要

平成21年度からのカリキュラム改正に伴い、介護過程が150
時間位置付けられた。介護実習Ⅱで実際介護過程の一連の
流れを実践し、2年生の実習終了後その振り返りを行い、施
設ごとにまとめ、報告会を実施した。1年生も参加させたが、
その時の資料や介護過程の授業のアンケート調査を基に、
学生の授業における理解度、能力について検証し結果につ
いて考察した。
（鍋島恵美子　光野裕美子　馬場由美子　小川智子）

共著

研究業績等に関する事項

発行所、発表
雑誌等又は発
表学会等の名
称

職務上の実績に関する事項

事　　　項 年　月　日

H  3年8月
H28年5月
H28年8月
H30年10月

永原学園
西九州大学
短期大学部
紀要第42巻

4. その他

1. 資格、免許

2. 特許等

3. 実務の経験を有する者に
   ついての特記事項

概　　　要

介護福祉士資格
介護教員免許
フットケア（リフレクソロジスト）資格
ハンドケアセラピスト、ハンドケアマイスター資格


